
今
回
の
第
一
回
試
験
（
受
講
を
含

む
）
に
は
、
全
国
で
六
百
四
十
二
人

（
東
京
三
百
四
人
、
大
阪
三
百
三
十

八
人
）
が
受
験
を
申
請
し
た
。
そ
の

後
辞
退
（
キ
ャ
ン
セ
ル
）
な
ど
が
あ

り
、
最
終
的
に
は
受
験
者
数
は
六

百
二
十
人
（
東
京
二
百
八
十
九
人
、

大
阪
三
百
三
十
一
人
）
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
六
百
十
二
人
（
東
京
二

百
八
十
四
人
、
大
阪
三
百
二
十
八

人
）
が
合
格
し
た
。
不
合
格
は
八
人

（
東
京
五
人
、
大
阪
三
人
）
だ
っ
た
。

一
社
で
何
十
人
と
受
験
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
、
資
格
制
度
に
対
す
る

熱
意
の
す
ご
さ
を
見
せ
つ
け
た
。

試
験
会
場
は
東
京
が
「
都
立
産
業

貿
易
セ
ン
タ
ー
台
東
館
」（
台
東
区

花
川
戸
）、
大
阪
は
「
ｎ
ａ
ｍ
ｂ
ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」（
大
阪
市
中
央
区
難

波
）
と
な
っ
た
。

両
会
場
と
も
午
前
十
時
き
っ
か

り
に
受
付
が
始
ま
り
、
同
十
一
時

か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
試

験
・
講
習
に
つ
い
て
の
説
明
）
が
行

仏
壇
仏
具
業
界
待
望
の
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
つ
い
に
誕
生
し
た
。

第
一
回
試
験
（
受
講
も
含
む
）
は
十
一
月
十
六
日
（
火
）、
東
京
と
大
阪
の
二
会
場
で
同
時
に
行
わ
れ
、

両
会
場
合
わ
せ
て
六
百
二
十
人
が
受
験
、
う
ち
六
百
十
二
人
が
合
格
し
、
晴
れ
て
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
資
格
を
取
得
し
た
。

合
格
者
に
は
、
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
か
ら
「
認
定
証
」
と
「
登
録
証
（
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
）」

が
本
人
に
郵
送
さ
れ
た
。

東
京
、
大
阪
会
場
と
も
試
験
に
臨
む
受
験
者
の
表
情
は
、
需
要
の
退
潮
傾
向
な
ど
業
界
の
現
状
を
考
え
て

か
、
誰
も
が
真
剣
か
つ
真
摯
だ
っ
た
。

仏
壇
仏
具
業
界
史
を
画
す
る
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
は
、
資
格
取
得
者
の
誕
生
に
よ
り
、
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
だ
が
、
こ
の
制
度
を
ど
う
生
か
し
、
消
費
者
の
信
頼
獲
得
、
そ
し
て
業
界
の

「
あ
す
」
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
肩
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
重
い
。

業
界
待
望
の「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」誕
生
!!

十
一
月
十
六
日
に
東
京
と
大
阪
で
第
一
回
試
験

六
百
二
十
人
が
受
験
、
六
百
十
二
人
が
合
格

会場ぎっしりとなった受験者。緊張が会場全体をつつんだ

わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
昼
食
を
間
に
は
さ

ん
で
第
一
講
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
使
命
と
心
が
ま
え
」、
第

二
講
「
仏
壇
仏
具
業
界
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」、
第
三
講
「
検
定
用
テ
キ

ス
ト
『
仏
壇
仏
具
ガ
イ
ダ
ン
ス
』

の
解
説
」
の
講
習
が
あ
り
、
試
験

は
午
後
三
時
二
十
分
か
ら
行
わ
れ
、

同
四
時
三
十
分
に
終
わ
っ
た
。

三
つ
の
講
習
の
講
師
に
は
、
東

京
は
第
一
講
・
安
田
松
慶
氏
（
全
宗

協
理
事
長
・
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
資
格
審
査
協
会
会
長
）、
第
二

講
・
松
原
泰
道
師
（
前
南
無
の
会
会

長
）、
第
三
講
・
清
水
祐
孝
氏
（
仏

事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査

協
会
事
務
局
長
）
が
立
っ
た
。

大
阪
は
第
一
講
・
小
堀
賢
一
氏

（
全
宗
協
事
業
委
員
会
委
員
長
・
仏

事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査

協
会
副
会
長
）
、
第
二
講
は
ヨ
ル

ン
・
ボ
ク
ホ
ベ
ン
氏
（
オ
ラ
ン
ダ
総

領
事
館
文
化
部
）、
第
三
講
・
住
田



今
回
、
受
験
者
が
当
初
の
四
百
人
と
い
う
予

測
を
大
き
く
上
回
り
、
六
百
二
十
人
と
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
二
氏
は
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

※
　
　
※
　
　
※

一
番
の
背
景
は
業
界
へ
の
危
機
感
だ
と
思
い

ま
す
。

今
、
業
界
は
商
売
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
中
で
、
ど
な
た
も
が
ど
う
や
っ
て
お
客
さ
ま

と
接
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
と
様
々
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
業
界
の
皆

さ
ん
は
消
費
者
の
信
頼
を
ど
う
取
り
戻
し
て
い
く
か
を
、
そ
れ
こ
そ
本
気
に

な
っ
て
考
え
、
検
定
用
テ
キ
ス
ト
を
勉
強
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
危

機
感
が
こ
の
受
験
者
数
と
な
っ
て
表
れ
た
と
思
い
ま
す
。

受
験
者
の
皆
さ
ん
は
、
本
当
に
真
剣
か
つ
真
摯
で
、
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

2

孝
太
郎
氏
（
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
資
格
審
査
協
会
試
験
問
題
委
員
）

が
務
め
た
。

試
験
問
題
は
「
○
×
式
」
五
十
問
、

「
三
択
問
題
」
二
十
五
問
の
七
十
五

問
で
あ
っ
た
。
配
点
は
「
○
×
式
」

森正氏

第1講、第2講、第3講の順に講師に立った皆さん
背
景
に
業
界
へ
の
危
機
意
識

会
場
責
任
者
・
試
験
官
の
二
氏
に
聞
く

保
志
正
之
氏（
東
京
会
場
）

森
　
　
正
氏（
大
阪
会
場
）

保志正之氏

〔東京会場〕

安田松慶氏 松原泰道師 清水祐孝氏

〔大阪会場〕

小堀賢一氏 ヨルン・ボクホベン氏 住田孝太郎氏

「
三
択
問
題
」
と
も
五
十
点
の
計
百

点
満
点
で
、
試
験
問
題
委
員
に
よ
っ

て
厳
正
に
採
点
さ
れ
た
。
平
均
点
は

九
十
二
・
八
点
だ
っ
た
。

東
京
は
保
志
正
之
氏
（
全
宗
協

会
員
増
強
委
員
会
委
員
長
）、
大
阪

は
森
正
氏
（
全
宗
協
会
員
増
強
委
員

会
副
委
員
長
）
が
、
会
場
責
任
者
・

試
験
官
の
重
責
を
務
め
た
。

試
験
で
は
、
全
宗
協
の
安
田
松

慶
理
事
長
ら
ト
ッ
プ
陣
も
答
案
用

紙
と
向
き
合
っ
た
。

東京 大阪 全国平均

平均点 92.2 93.2 92.8

最高得点 100.0 100.0 100.0

最低得点 58.0 71.0 58.0

●会場別の平均点

●男女別受験者数

東京 大阪 全国

男性 226 276 502

女性 63 55 118

計 289 331 620

●受験者の年代別

東京 大阪 計

20代 21 39 60

30代 64 111 175

40代 78 103 181

50代 92 67 159

60代 32 10 42

70代 2 1 3

さあ、いよいよ試験!!。
問題が緊張の中で配られる（東京会場）

試験終了。問題用紙を回収（東京会場）

時
間
の
あ
る
限
り
答
案
を
見
直
す
（
東
京
会
場
）

す
べ
て
が
終
わ
っ
て
笑
顔
を
見
せ

る
受
験
者
も
（
東
京
会
場
）
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全
宗
協
理
事
長
・
仏
事
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
会
長

と
し
て
、
東
京
会
場
で
の
第
一
講

「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
使

命
と
心
が
ま
え
」
に
は
、
安
田
松

慶
氏
が
講
師
と
し
て
立
っ
た
。

安
田
氏
は
、
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
発
足
ま
で
の
経
緯
、
葬
祭

と
墓
石
業
界
に
は
す
で
に
資
格
制

度
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
ふ
れ
た
上

で
、「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
誇
り
と
自
信
を
持
つ
と
と
も

に
、
い
っ
そ
う
の
自
己
啓
発
に
つ

と
め
、〝
消
費
者
の
良
き
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
〞
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

役
割
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

※
　
　
※
　
　
※
　

当
初
の
予
測
よ
り
は
る
か
に
大

勢
の
受
験
者
と
な
っ
た
こ
と
は
、

業
界
の
皆
さ
ん
が
い
か
に
真
摯
に

考
え
て
い
る
か
を
表
し
て
い
る
証

だ
と
思
い
ま
す
。
資
格
制
度
が
で

き
る
ま
で
に
は
様
々
に
紆
余
曲
折

が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
六
年

四
月
に
、
晴
れ
て
「
仏
事
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
」
が

で
き
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

靴
屋
さ
ん
の
世
界
に
は
「
シ
ュ

ー
フ
ィ
ッ
タ
ー
」
と
い
う
資
格
制

度
が
あ
り
、
資
格
を
持
っ
た
方
々

は
〝
売
ら
ん
か
な
〞
よ
り
、
靴
が

い
か
に
人
間
の
健
康
と
深
く
結
び

つ
い
て
い
る
か
を
お
客
さ
ま
に
説

明
し
て
い
ま
す
。

私
は
そ
の
方
た
ち
と
お
会
い
し

て
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
単

に
高
い
も
の
を
売
ろ
う
と
だ
け
考

え
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
業

界
は
お
客
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
セ

ー
ル
ス
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
考
え
方
を
変
え
ま
し
た
。

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
シ

ュ
ー
フ
ィ
ッ
タ
ー
と
根
幹
を
同
じ

く
す
る
も
の
と
考
え
て
の
ほ
し
い

の
で
す
。

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
、
資
格
審
査
協
会
で
は
「
定

義
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
要
約
し

ま
と
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
要
望

を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
宗
派

や
地
域
の
慣
習
に
十
分
配
慮
し
、

仏
事
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
、
消
費
者
の
方
々
の
良
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
能
力
を
認
め

ら
れ
た
人
た
ち
で
す
。

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

お
客
さ
ま
よ
り
は
る
か
に
商
品
知

識
、
仏
事
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に

通
じ
た
専
門
家
と
し
て
お
客
さ
ま

に
接
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
信

頼
を
勝
ち
得
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
業
界
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
発
展
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
知
識
を
よ
り

深
め
る
と
同
時
に
、
自
己
啓
発
を

忘
れ
ず
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
活

用
し
て
、
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

東
京
の
第
一
講
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
使
命
と
心
が
ま
え
」

第２講、ヨルン・ボクホベン氏による講義風景
（大阪会場）

講
習
開
始
前
の
静
ま
り
か
え
っ
た
会
場
内
。
集
ま

っ
た
受
験
者
た
ち
の
あ
い
だ
に
も
緊
張
感
が
走
る

（
大
阪
会
場
）

熱心に聴講する受験者たち（大阪会場）

安
田
松
慶
氏
、「
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
務
め
を
」
と
強
調
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今
総
会
は
役
員
改
選
な
ど
の
大
き
な
議
題

は
な
い
が
、
第
一
回
の
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
試
験
」
が
終
わ
っ
た
後
で
あ
り
、
そ

し
て
ま
た
平
成
十
七
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い

る
第
二
回
試
験
を
前
に
し
て
の
通
常
総
会
だ

け
に
、
意
義
あ
る
総
会
と
な
り
そ
う
だ
。

通
常
総
会
の
準
備
は
関
東
地
区
協
議
会
の

手
で
進
め
ら
れ
い
る
。
関
東
地
区
協
の
内
田

長
祐
会
長
（
川
口
市
の
株
式
会
社
大
黒
堂
代

表
取
締
役
）
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

「
五
月
の
第
十
八
回
通
常
総
会
は
〝
全
員
で

参
加
す
る
組
合
活
動
〞
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
部
の
人
た
ち

だ
け
が
参
加
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
が
ち

で
あ
っ
て
は
、
組
合
活
動
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
今
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
全
員
で
組

合
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
熱
意
で
す
。

全
員
参
加
を
テ
ー
マ
に
、
気
軽
に
誰
も
が
足

を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
総
会
に
で
き
た
ら
、

と
思
っ
て
い
ま
す
」

春
の
全
国
研
修
会
は
通
常
総
会
を
前
に
二

月
二
十
一
日
（
月
）、
東
京
都
港
区
海
岸
の

「
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
」
で
開
か
れ
る
。

全
国
研
修
会
で
は
、（
財
）
美
術
院
常
務
理

事
の
小
野
寺
久
幸
氏
の
「
国
宝
文
化
財
修
復
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
る
。
こ
の
全
国
研
修

会
と
合
わ
せ
、
役
員
会
と
五
つ
の
委
員
会

（
会
員
増
強
・
広
報
・
事
業
・
正
常
化
・
総

務
）
も
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
六
年
後
半
の
役
員
会
は

九
月
九
日
（
京
都
の
「
き
の
ぶ
」、

出
席
理
事
三
十
四
名
））
と
十
月
十

九
日
（
メ
ル
パ
ル
ク
大
阪
、
出
席

理
事
三
十
一
名
）
に
開
か
れ
た
。

※
　
　
※
　
　
※

●
九
月
九
日
役
員
会

新
し
い
広
報
委
員
会
委
員
長
に

高
山
正
氏

今
後
の
事
業
予
定
と
し
て
以
下

ホ
テ
ル
日
航
東
京

レインボーブリッジや
東京タワーも望める

■
平
成
十
七
年
度
の
第
十
八
回
通
常
総
会

五
月
十
七
、
十
八
日
に
東
京
の
ホ
テ
ル
日
航
東
京
で

「
全
員
で
参
加
す
る
組
合
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
と
関
東
地
区
協

平
成
十
七
年
度
の
第
十
八
回
通
常
総
会
は
五
月
十
七
（
火
）
と
十
八
日
（
水
）、
東
京
都
港
区
台
場
の

「
ホ
テ
ル
日
航
東
京
」
で
開
催
さ
れ
る
。

初
日
の
十
七
日
は
通
常
総
会
、
役
員
会
、
講
演
等
が
行
わ
れ
、
翌
十
八
日
は
東
京
観
光
を
中
心
と
し
た
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
、
保
土
ヶ
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
懇
親
ゴ
ル
フ
の
二
つ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

を
承
認
し
た
。

①
十
月
十
九
日
、
大
阪
の
「
メ

ル
パ
ル
ク
大
阪
」
で
役
員
会
と
秋

の
全
国
研
修
会
（
全
国
研
修
会
で

は
相
愛
女
子
短
大
講
師
の
植
田
啓

司
氏
が
「
生
活
と
宗
教
用
具
」
と

題
し
て
講
演
）
②
十
一
月
十
六
日
、

東
京
と
大
阪
で
第
一
回
仏
事
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験
実
施
③
平
成

十
七
年
二
月
二
十
一
日
、
東
京
の

「
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
」
で
役
員
会
と

春
の
全
国
研
修
会
（
講
演
）
④
平

成
十
七
年
五
月
十
七
、
十
八
日
、

東
京
の
「
ホ
テ
ル
日
航
東
京
」
で

第
十
八
回
通
常
総
会
と
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
等
。

こ
の
ほ
か
、
全
宗
協
の
新
し
い

広
報
委
員
会
委
員
長
に
高
山
正
氏

を
選
出
す
る
な
ど
の
各
委
員
会
委

員
を
別
掲
の
通
り
選
任
、
ま
た
全

宗
協
へ
の
新
規
加
入
を
別
掲
の
通

り
承
認
し
た
。

●
十
月
十
九
日
役
員
会

役
員
会
終
了
後
に
秋
の
全
国
研

修
会

各
委
員
会
報
告
（
広
報
、
会
員

増
強
委
員
会
等
）、
全
宗
協
へ
の
二

名
の
新
規
加
入
を
承
認
。
ま
た
七

氏
（
橋
本
晃
一
、
兒
玉
高
周
、
吉

田
竹
也
、
蔵
野
正
彦
、
古
川
士
朗
、

上
林
良
得
、
花
田
宗
憲
の
各
氏
）

に
か
か
わ
る
「
組
合
員
名
簿
」
の
住

所
等
の
誤
り
を
正
し
く
修
正
し
た
。

役
員
会
終
了
後
に
秋
の
全
国
研

修
会
が
開
か
れ
、
相
愛
女
子
短
大

講
師
の
植
田
啓
司
氏
が
「
生
活
と

宗
教
用
具
」
の
演
題
で
一
時
間
余
、

話
し
た
。

九
月
九
日
と
十
月
十
九
日
に
役
員
会

秋
の
全
国
研
修
会
で
講
演
す
る
植
田
啓
司
氏
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▽
仏
壇
仏
具
業
界
に
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
つ
い
に
誕
生

し
た
。
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
は
仏
壇
仏
具
業
界
で
初

め
て
の
制
度
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
が
ば
、
こ
の
業
界
に
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
（
基
準
）
と
い
え
る
も
の
が
で
き
た
わ
け
で
、
仏
壇
仏
具
業

界
は
確
実
に
〝
新
し
い
時
代
〞
に
は
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。

▽
多
く
の
業
界
は
資
格
制
度
を
持
っ
て
い
る
。
靴
の
業
界
に
も
昭
和

六
十
年
代
に
設
け
ら
れ
た
「
シ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
タ
ー
」
と
い
資
格
制
度

が
あ
る
。
靴
を
〝
売
ら
ん
か
な
〞
よ
り
も
、
靴
が
い
か
に
人
の
健
康

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
先
ず
は
客
に
懇
切
丁
寧
に
説
明
す

る
。
葬
祭
業
界
に
も
「
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
」
が
あ
り
、
墓
石

業
界
も
「
お
墓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
」
を
持
っ
て
い
る
。

▽
お
墓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
平
成
十
六
年
二
月
に
第
一
回
の
２
級
試
験

（
１
級
試
験
は
平
成
十
七
年
二
月
の
予
定
）
を
行
っ
た
ば
か
り
だ
が
、

葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
平
成
八
年
に
第
一
回
試
験
を
実
施
、
以
来
、

毎
年
１
級
と
２
級
の
試
験
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
す
っ
か
り
定
着
し

た
感
が
あ
る
。「
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
た
名
刺

を
〝
武
器
〞
に
、
溌
剌
と
働
い
て
い
る
葬
儀
社
員
に
接
し
た
仏
壇
仏

具
業
界
人
も
多
い
こ
と
と
思
う
。

△
葬
祭
、
お
墓
に
続
い
て
仏
壇
仏
具
業
界
で
も
資
格
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
言
う
な
ら
ば
、
供
養
関
係
の
業
界
は
〝
三
者
揃
い
踏
み
〞

の
時
代
に
入
っ
た
わ
け
だ
が
、
東
京
、
大
阪
と
も
受
験
者
の
表
情
は

真
剣
か
つ
真
摯
だ
っ
た
。
長
い
歴
史
と
磨
か
れ
た
伝
統
技
術
に
裏
打

ち
さ
れ
た
世
界
、
そ
れ
が
仏
壇
仏
具
業
界
で
あ
る
。
真
剣
か
つ
真
摯

な
表
情
に
は
、
単
に
〝
プ
ラ
イ
ド
に
生
き
る
大
人
の
業
界
〞
と
だ
け

で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

△
受
験
者
た
ち
の
表
情
を
引
き
締
め
て
い
た
も
の
―
―
そ
れ
は
何
だ

っ
た
の
か
。
業
界
の
岸
辺
は
い
ま
、
時
代
の
〝
荒
波
〞
に
浸
食
さ
れ

て
い
る
。
激
し
い
浸
食
の
音
を
耳
に
し
て
、
誰
も
が
危
機
感
は
強
い
。

そ
れ
が
最
大
の
理
由
だ
ろ
う
。
仏
壇
仏
具
業
界
史
を
画
す
る
こ
の
仏

事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
を
ど
う
活
用
し
、
ど
う
消
費
者
の

信
頼
を
引
き
寄
せ
る
か
。
そ
し
て
業
界
の
「
あ
す
」
を
ど
う
隆
盛
あ

る
も
の
に
し
て
い
く
の
か
。
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
人

た
ち
の
責
務
は
重
い
。「
合
格
し
た
!!
」
と
喜
ん
で
ば
か
り
は
お
ら
れ

ま
い
。
消
費
者
へ
の
浸
透
は
〝
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
〞
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
思
う
。

地区名 組合員 ご逝去 逝去日

九州地区 高口佛具店 高口　登 奥様京子様 75歳 4月28日

阪奈兵和地区 ㈲本家宮坂佛壇店 宮坂幸伸 ご本人幸伸様 66歳 6月10日

中国地区 ㈱京　屋 田戸孝雄 ご尊父良三様 91歳 6月29日

九州地区 ㈲白川仏具店 白川十郎 ご母堂ハル様 82歳 9月8日

九州地区 ㈱野上神仏具店 野上英幸 ご祖母節代様 76歳 10月9日

中国地区 ㈱横田安楽堂 横田正登 ご祖母ミサヲ様亞 106歳 10月18日

訃 報




